















































































































































　ケベックで広く流通するフランス語の雑誌 L’Actualitéは，2007年９月号の誌上で，Vivre en français 





は，de souche français と呼ばれる土着のフランス系の子供のみが通っていたフランス語の学校は，仏
語憲章の施行後，肌の色や目の色が違う様々な出自の子供たちが集う雑種的な空間へと変貌した。そし
てそうした多民族のるつぼのなかで，フランス語によって教育を受けた世代の子供たちは，いわゆる































































































































































































































１）この論争についての経緯や詳細なデータについては Michel Venne et Miriam Fahmy， L’Annuaire du Québec 2008, 
Fides, 2007, ≪ Culture, Identité et Accommodements raisonnables ≫ , および Yolande Geadah, Accommodements 












３）この点については，先に挙げた L’Annuaire du Québec 2008, Fides, 2007, ≪ Culture, Identité et Accommodements 
raisonnables ≫ , および　Yolande Geadah,の著書においても指摘されている。
４）L’Annuaire du Québec 2008, Fides, 2007, ≪ Culture, Identité et Accommodements raisonnables ≫ , p.126-127. から
の引用による。
５）Ibid. 
６）Ibid. この発言を行ったのは Le Devoir の Brian Myle 記者である。
７）Ibid. これは Le Devoir の紙上で述べられた社会学者の Mathieu Bock-Côté 氏の見解である。
８）ここで「101号法」と訳している Loi 101 とは正確に言えば法案の番号であり，法案段階での呼び名がそのまま
呼称として定着したものである。101号法案は，正式な法律となり「仏語憲章」となった。しかしケベックでは
この「仏語憲章」のことを愛着を込めて loi 101 と呼び習わしている。日本語の訳として，「101号法」と訳すべ
きか，「101号法案」と訳すべきかは判断が難しいところであるが，すでに施行されている法律なのでここでは呼
称として「101号法」と訳しておく。
９）L’Actualité, Vol.32, No14, 2007, Septembre. 
10）Ibid., ≪ Les enfants de la loi 101≫ , p.36. 
11）Ibid., p.38. 
12）La Presse, Samedi 1er septembre 2007, Mélanie Joly, ≪ Des jeunes accommodants ≫ 
13）Ibid.
14） 例 え ば，Lacroix, Jean-Michel et Linteau, Paul-André, Vers la construction d’une citoyenneté canadienne, Paris, 





16）Anthologie de la littérature québécoise (CEC) 1996, Littérature québécoise (HMH) 1996など，多くの教科書やアンソ
ロジーに l’écriture migrante の章がもうけられて何人かの作家が紹介されている。
17）Monique Lebrun et Luc Collès, La littérature migrante dans l’espace francophone –Belgique- France-Québec-Suisse- , 
E.M.E., 2007, に収められたいくつかの論考で，各国の教育の現場で取り上げられる La littérature migrante のテ
キストとその影響についての分析がなされている。　
18）例えば，2005年に出版されて若い世代を中心に熱狂的な支持と反響を得た作品に，若い世代の作家であるニコ
ル・ディックナーの『ニコルスキー』がある。この作品では ｢ 移住性 ｣のテーマが独特のユーモアに溢れた軽妙
な語り口でつづられており，これまでケベック文学において根強かったルーツやアイデンティティへのこだわり
の無効化が感じられる。 Dickner, Nicolas, Nikolski, Québec, Éditions Alto, 2005. 
19）Dupuis, Gilles, « Les écritures transmigrantes. Les exemples d’Abla Farhoud et de Guy Parent » , Chartier, Daniel et 









21）Myriam Beaudoin, Hadassa, Leméac, 2006.  
22）Ibid., p.38-39. 
23）Ibid., p.53-54. 
24）La Presse, Marie Claude Fortin, <Les Petites filles modèles>, le 23 Sep, 2006. 
25）Ici, le 25 Aug. 2006, 書評
26）また例えば，Le Devoir, le2-3 sep. 2006, の書評欄において，Danielle Laurin は，「この小説で，主人公はどのよう
にして他者の文化や宗教に近づくべきか？傷つけず，判断せず，尊敬を忘れず，愛情をもって他者に近づくこと
は可能か？と誠実に問いかけている。」と述べている。
 （2008年11月28日掲載決定）
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